
二
四

　
　

は
じ
め
に

　
『
発
心
集
』
を
巻
一
第
１
話
か
ら
順
に
読
み
進
め
て
行
く
と
、
説
話

の
語
り
出
し
方
に
あ
る
一
定
の
型
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
例

え
ば
巻
一
の
説
話
だ
け
を
見
て
も
、
⑴
「
昔
、
玄
敏
僧
都
と
云
人
有
け

り
」（
巻
一
第
１
話
）、「
中
比
、
山
に
平
等
供
奉
と
云
て
、
止
ご
と
な

き
人
あ
り
け
り
」（
同
第
３
話
）、「
近
比
、
天
王
寺
に
聖
有
け
り
」（
同

第
一
〇
話
）
の
よ
う
に
（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）、
説
話
の
時
代
を
提

示
す
る
語
（
以
下
、
森
下
要
治
氏
が
提
案
さ
れ
た
「
時
代
提
示
語
」
の

語
を
用
い
る

（
１
））

か
ら
話
が
始
ま
る
場
合
、
⑵
「
伊
賀
国
に
、
或
郡
司
の

も
と
に
、
あ
や
し
げ
な
る
法
師
の
…
」（
同
第
２
話
）、「
小
田
原
と
云

寺
に
、
教
懐
聖
人
と
云
人
あ
り
け
り
」（
同
第
７
話
）、「
神
楽
岡
の
清

水
谷
と
云
処
に
、
仏
種
房
と
云
て
、
貴
き
聖
人
有
き
」（
同
第
９
話
）

の
よ
う
に
、
場
所
の
提
示
か
ら
話
が
始
ま
る
場
合
、
⑶
「
千
観
内
供
と

云
人
は
、
智
証
大
師
の
流
、
並
な
き
智
者
也
」（
同
第
４
話
）、「
僧
賀

上
人
は
経
平
の
宰
相
の
子
、
慈
恵
僧
正
の
弟
子
也
」（
同
第
５
話
）、「
或

人
、
円
宗
寺
の
八
講
と
云
事
に
参
り
た
り
け
る
に
」（
同
第
８
話
）
の

よ
う
に
、
人
物
紹
介
（
話
の
主
人
公
、
ま
た
は
語
り
手
の
紹
介
と
状
況

説
明
）
か
ら
始
ま
る
場
合
の
三
つ
の
型
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
⑴
時
代
提
示
語
に
つ
い
て
は
、
志
村
有
弘
氏
、
野
村
卓
美

氏
、
森
下
要
治
氏
な
ど
に
よ
っ
て
、「
昔
」・「
中
比
」・「
近
比
」
の
語

が
示
す
一
定
の
年
代
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

特
に
野
村
氏

は
、
編
者
長
明
が
意
識
的
に
付
加
し
た
も
の
で
あ
り
、「
過
去
を
善
き

仏
道
の
時
代
と
し
、
漸
次
世
界
や
人
心
が
下
落
し
て
ゆ
く
」「
頽
落
史

観
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、『
摩
訶
止
観
』
の
説
く
名
利
を
捨
て

よ
と
の
教
え
が
、『
発
心
集
』
に
収
め
ら
れ
た
説
話
の
「
全
時
代
を
貫
く
」

思
想
と
な
っ
て
い
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る

（
３
）。

時
代
提
示
語
に
つ

い
て
は
、
確
か
に
ご
指
摘
の
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
発

心
集
』
の
各
説
話
の
書
き
出
し
に
上
記
の
よ
う
な
三
つ
の
型
が
あ
る
こ

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

新　

間　

水　

緒



二
五

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
と
は
時
代
提
示
語
の
問
題
だ
け
に
留
ま
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。『
発
心
集
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
編

者
長
明
が
こ
れ
ら
の
冒
頭
語
を
書
き
分
け
、
使
い
分
け
た
理
由
、
あ
る

い
は
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑴
の
時
代
提
示
語
も
、
単

に
長
明
の
時
代
認
識
を
示
す
だ
け
の
役
割
に
留
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、『
発
心
集
』
の
各
説
話
が
持
つ
冒
頭
語
を
手
掛

か
り
に
、
説
話
の
「
語
り
出
し
方
」
の
意
味
と
、
そ
れ
が
『
発
心
集
』

と
い
う
説
話
集
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
察

し
て
み
た
い
。

　
　

一
『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
―
時
代
提
示
語
―

　

周
知
の
よ
う
に
、『
発
心
集
』
に
は
八
巻
の
流
布
本
系
統
と
五
巻
の

異
本
系
統
の
伝
本
が
あ
る
。
異
本
系
統
に
収
載
さ
れ
て
い
る
説
話
は
、

現
存
流
布
本
系
統
と
配
列
は
異
な
る
も
の
の
、
流
布
本
系
統
の
巻
六
ま

で
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
説
話
と
共
通
す
る
話
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
は
、
ま
ず
流
布
本
系
統
の
巻
六
ま
で
の
説
話
の
冒
頭
語
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
使
用
す
る
本
文
と
し
て
は
、
流
布
本
系

統
は
、
慶
安
四
年
版
本
の
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
、
私
に
句
読
点
、

濁
点
を
ほ
ど
こ
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
本
文
の
明
ら
か
な
誤

り
は
訂
正
し
、
適
宜
寛
文
十
年
版
本
を
参
照
す
る
。
ま
た
異
本
系
統
は

神
宮
文
庫
本
を
用
い
、
適
宜
素
行
文
庫
本
を
参
照
す
る

（
４
）こ

と
に
す
る
。

一
話
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
、現
存
流
布
本
の
表
題
と
区
切
り
に
随
い
、

流
布
本
・
異
本
間
で
説
話
の
区
切
り
方
が
異
な
る
場
合
（
巻
二
第
11
～

13
話
）
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
箇
所
で
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
下
、
巻
番
号
を
漢
数
字
で
、
説
話
番
号
を
算
用
数
字
で
表
示
す
る
。

　
『
発
心
集
』
の
説
話
に
は
、
一
話
の
中
に
関
連
す
る
事
項
や
人
物
の

逸
話
な
ど
が
複
数
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
稿
で
「
冒
頭
語
」
と

す
る
の
は
、
一
話
全
体
の
最
初
の
書
き
出
し
の
部
分
で
あ
る
。
説
話
に

付
加
さ
れ
る
関
連
話
や
評
論
部
分
も
含
め
て
全
体
で
一
話
と
み
な
し
、

付
加
部
分
の
書
き
出
し
は
と
ら
な
い
。
付
加
部
分
の
書
き
出
し
に
も
時

代
提
示
語
や
、
場
所
・
人
物
の
紹
介
か
ら
始
ま
る
場
合
が
あ
る
が
、
あ

く
ま
で
も
主
題
を
示
す
説
話
に
関
連
し
て
付
加
さ
れ
た
部
分
と
解
す

る
。
あ
る
主
題
に
関
連
す
る
事
柄
や
人
物
の
逸
話
等
を
、
主
題
を
示
す

説
話
に
続
け
て
記
す
場
合
、表
題
に
「
付
」
と
副
題
を
付
け
る
場
合
と
、

つ
け
な
い
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
主
題
説
話
の
主
人
公
と

は
別
人
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
、
流
布
本
は
無
改
行
で
続
け
る
場
合
が

多
く
、
異
本
は
改
行
し
て
書
く
こ
と
が
多
い
傾
向
に
あ
る

（
５
）が

、
説
話
中

で
改
行
さ
れ
て
い
て
も
、
本
稿
で
は
一
つ
の
表
題
の
も
と
に
ま
と
め
ら

れ
た
付
随
説
話
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。



二
六

　

ま
ず
冒
頭
語
が
時
代
提
示
語
の
場
合
を
見
て
い
く
。『
発
心
集
』
の

時
代
提
示
語
に
つ
い
て
は
、「
昔
」「
中
比
」「
近
比
（
近
来
・
近
き
世
）」

の
三
区
分
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
志
村
有
弘
氏
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

以
下
の
よ
う
な
年
代
設
定
で
あ
る

（
６
）。

　
　
「
昔
」　

…
八
○
○
年
代
中
葉
ま
で

　
　
「
中
比
」
…�

九
○
○
年
代
後
半
か
ら
一
一
○
○
年
代
の
ご
く
初
期

ま
で
（
概
し
て
一
○
○
○
年
代
）

　
　
「
近
比
」
…
一
一
○
○
年マ

マ

中
葉
以
降

　

野
村
卓
美
氏
は
、同
類
話
と
の
比
較
か
ら
、こ
れ
ら
の
時
代
語
は
『
発

心
集
』
が
独
自
に
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

年
代
に
矛
盾
の
あ
る
話
が
あ
り
、
例
え
ば
一
・
６
高
野
南
筑
紫
上
人
の

話
は
、
白
河
院
（
一
一
二
九
年
歿
）
の
「
帰
依
し
給
け
る
」
人
で
あ
り
な

が
ら
「
中
比
」
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
三
・
２
伊
予
僧
都
大

童
子
往
生
話
で
は
、「
白
河
院
の
末
」
の
話
と
し
な
が
ら
「
近
き
世
の
人
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、白
河
院
の
時
代
が
「
中
比
」
と
「
近

比
」
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
７
）。

　
『
発
心
集
』
巻
一
～
巻
六
の
説
話
の
冒
頭
語
で
、
時
代
提
示
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
例
を
み
る
と
、「
昔
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
説
話
が

上
げ
ら
れ
る
（
表
題
に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
、
副
題
は
省

略
し
た
）。

　
　

一
・
１　

玄
敏
僧
都
遁
世
逐
電
事
（
八
一
八
年
歿
）　

　
　

二
・
12　

舎
衛
国
老
翁
不
顕
宿
善
事

　
　

四
・
６　

玄
賓
係
念
亜
相
室
事　

　
　

五
・
14　

勤
操
憐
栄
好
事
（
八
二
七
年
勤
操
歿
）　   

　

こ
の
中
で
、
二
・
12
は
、
異
本
で
は
二
・
11
の
付
随
説
話
と
し
て
、

二
・
13
と
と
も
に
一
話
扱
い
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
も
相
互
に
関
連

が
あ
り
一
話
と
し
て
扱
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

は
扱
い
を
保
留
し
て
お
く
。
他
の
例
は
、志
村
氏
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

八
百
年
代
中
葉
ま
で
の
話
で
あ
る
。 

　

次
に
「
中
比
」
が
冒
頭
語
に
あ
る
話
は
以
下
の
十
五
例
で
あ
る
。    

　
　

一
・
３　

平
等
供
奉
離
山
趣
異
州
事        

　
　

一
・
６　

高
野
南
筑
紫
上
人
出
家
登
山
事
（
異
本
「
中
比
」
ナ
シ
）    

　
　

二
・
10　

橘
大
夫
発
願
往
生
事
（
異
本
「
中
比
」
ナ
シ
）           

　
　

三
・
１　

江
州
増
叟
事                  

　
　

三
・
11　

親
輔
養
児
往
生
事             

　
　

四
・
１　

三
昧
座
主
弟
子
得
法
華
経
験
事
（
異
本
欠
）  

　
　

四
・
５　

肥
州
僧
妻
為
魔
事　

 　

　
　

四
・
10　

詣
日
吉
社
僧
取
奇
死
人
事       

　
　

五
・
１　

唐
房
法
橋
発
心
事              

　
　

五
・
２　

伊
家
并
妾
頓
死
往
生
事
（
異
本
欠
）         



二
七

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

　
　

五
・
４　

亡
妻
現
身
帰
来
夫
家
事
（
異
本
「
近
来
」）

　
　

六
・
１　

証
空
替
師
命
事                 

　
　

六
・
８　

時
光
・
茂
光
数
奇
及
天
聴
事
（
異
本
欠
）     

　
　

六
・
９　

宝
日
上
人
詠
和
歌
為
行
事
（
異
本
欠
）       

　
　

六
・
10　

室
泊
遊
君
吟
鄭
曲
結
縁
上
人
事

　
「
中
比
」
の
冒
頭
語
が
示
す
時
代
で
、
最
も
古
い
の
は
、
一
・
３
平
等

（
十
世
紀
後
半
の
人

（
８
））

で
、
最
も
新
し
い
の
は
、
一
・
６
の
南
筑
紫
上
人

（
一
一
○
四
年
春
往
生
）
で
あ
る
。
一
・
６
と
二
・
10
は
、
流
布
本
で
は

「
中
比
」
で
あ
る
が
、
異
本
で
は
「
中
比
」
の
語
を
欠
い
て
お
り
、
一
・

６
は
、異
本
で
は
「
高
野
に
」
と
い
う
場
所
か
ら
、ま
た
二
・
10
は
、「
常

磐
の
橘
大
夫
守
輔
と
い
ふ
者
有
け
り
」
と
い
う
人
物
紹
介
で
始
ま
る
話

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
流
布
本
・
異
本
間
の
異
同
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
お
き
た
い
。

　

一
・
６
の
南
筑
紫
上
人
は
、『
三
外
往
生
記
』・『
高
野
山
往
生
伝
』
に

は
、
長
治
元
年
（
一
一
○
四
）
春
に
往
生
し
た
と
さ
れ
る
が
、
異
本
の

よ
う
に
冒
頭
語
の「
中
比
」を
欠
い
て
い
る
と
、白
河
院
時
代
の
人（「
白

河
院
の
帰
依
し
給
け
る
」人
）と
し
て
年
代
的
な
矛
盾
は
な
く
な
り
、三
・

２
伊
予
僧
都
大
童
子
往
生
話
中
に
あ
る
よ
う
に
、「
白
河
院
の
末
」「
近

き
世
の
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
五
・
４
亡
妻
現
身

帰
来
夫
家
事
は
、
流
布
本
で
は
「
中
比
」、
異
本
で
は
「
近
来
」
と
な

っ
て
い
る
が
、文
中
で
澄
憲
法
師
が
「
近
き
世
の
不
思
議
な
り
」
と
「
人

に
か
た
ら
れ
侍
り
し4

な
り
」（
傍
点
筆
者
。
以
下
同
）
と
あ
っ
て
、
過

去
の
助
動
詞
「
き
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
長
明
が
澄
憲
（
一
二
○
三

年
歿
）
の
話
を
又
聞
き
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
時
代
人
で
あ
る
澄

憲
に
と
っ
て
の
「
近
き
世
」
の
話
に
、
異
本
で
は
「
近
来
」
の
語
が
使

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
・
2
の
話
の
よ
う
に
白
河
院
時
代

を
「
近
き
世
」
と
す
る
な
ら
、
こ
の
話
も
白
河
院
時
代
の
話
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
野
村
卓
美
氏
が
「
白
河
院
の
時
代
を
「
中
比
」
と
「
近

比
」
の
分
岐
点
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が（
９
）、

長
明
を
含
む
鎌
倉
前
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
白
河
院
の
時
代
は
、

「
中
比
」「
近
比
」
の
境
界
が
不
分
明
な
時
代
で
あ
り
、
そ
の
「
揺
れ
」

が
書
写
伝
来
の
過
程
で
流
布
本
「
中
比
」、
異
本
「
近
比
」
の
時
代
提

示
語
の
相
違
に
現
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
・
４
話
後
文
の「
近

き
世
の
不
思
議
」
は
両
系
統
と
も
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
話
は
白
河
院

時
代
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
（1
（

。
ま
た
二
・
10
は
、

異
本
で
は
「
中
比
」
を
欠
い
て
い
る
が
、橘
大
夫
は
「
永
長
元
年
の
秋
」

（
一
○
九
六
）
に
往
生
し
た
と
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
（
流
布
本
は
「
永

長
の
秋
」）。
永
長
は
「
中
比
」
で
始
ま
る
六
・
８
話
と
同
じ
堀
川
天
皇

の
御
代
で
あ
り
、
流
布
本
の
よ
う
に
「
中
比
」
の
語
が
あ
っ
て
も
矛
盾

は
な
く
、
異
本
側
の
脱
落
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。



二
八

　

以
上
の
点
か
ら
、「
中
比
」
の
冒
頭
語
が
現
す
時
期
は
、
志
村
氏
の

ご
指
摘
通
り
、「
九
○
○
年
代
後
半
か
ら
一
一
○
○
年
代
の
ご
く
初
期

ま
で
（
概
し
て
一
○
○
○
年
代
）
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
、
長
明

は
か
な
り
意
識
的
に
説
話
の
年
代
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
に
「
近
比
（
近
来
・
近
き
比
・
近
く
・
近
き
世
）」
の
時
代
提
示

語
を
持
つ
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
・
10　

天
王
寺
聖
隠
徳
事

二
・
１　

安
居
院
聖
行
京
中
時
隠
居
僧
値
事

二
・
５　

仙
命
上
人
事

二
・
８　

真
浄
房
暫
作
天
狗
事

三
・
５　
或
禅
師
詣
補
陀
落
山
事
（
流
布
本
「
近
く
」、
異
本
「
近
比
」）

三
・
８　

蓮
華
城
入
水
事
（
異
本
「
近
キ
比
」）

三
・
９　

樵
夫
独
覚
事

五
・
５　

不
動
持
者
生
牛
事
（
流
布
本
「
近
く
」、
異
本
「
中
比
」）

五
・
13　

貧
男
好
差
図
事
（
両
系
統
と
も
「
近
き
世
の
事
に
や
」）

　
「
近
比
」
の
時
代
提
示
語
で
異
本
と
異
同
が
あ
る
の
は
、
五
・５
不
動

持
者
生
牛
事
で
、
流
布
本
は
「
近
く
」、
異
本
は
「
中
比
」
と
な
っ
て

い
る
。
五
・
５
の
内
容
か
ら
説
話
年
代
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
、
両

本
間
で
異
な
る
理
由
も
見
出
せ
な
い
。
前
話
五
・
４
に
も
異
同
が
あ
り
、

本
文
の
流
動
が
考
え
ら
れ
る
。こ
の
話
が
こ
の
位
置
に
置
か
れ
た
の
は
、

前
話
が
転
生
せ
ず
現
身
で
戻
っ
て
き
た
亡
妻
の
話
で
あ
り
、
後
話
が
少

納
言
公
経
の
転
生
譚
で
あ
る
と
い
う
主
題
の
関
係
で
あ
ろ
う
。「
近
比
」

で
最
も
古
い
の
は
五
・
８
鳥
羽
僧
正
（
一
一
四
○
年
歿
）、
最
も
新
し
い

の
は
、
三
・
５
の
「
讃
岐
の
三
位
」
に
比
定
さ
れ
る
人
物
中
、
長
明
の

時
代
に
最
も
近
い
藤
原
俊
盛
（
一
一
七
七
年
出
家
、五
八
歳
）

（
（1
（

で
あ
る
。

三
・
８
蓮
華
城
の
入
水
事
件
も
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
以
上
の

よ
う
に
、
巻
一
～
巻
六
の
冒
頭
語
で
「
近
比
」
と
さ
れ
る
の
は
、
志
村
氏

の
ご
指
摘
の
よ
う
に
千
百
年
代
中
葉
以
降
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。                        

　

こ
の
他
に
、
時
代
を
表
す
冒
頭
語
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
天

皇
名
で
表
記
す
る
場
合
三
例
と
、元
号
で
表
記
す
る
場
合
が
一
例
あ
る
。                                                  

二
・
３
内
記
入
道
寂
心
事

三
・
６
或
女
房
参
天
王
寺
入
海
事

六
・
３�

堀
川
院
蔵
人
所
衆
奉
慕
主
上

入
海
事

二
・
９
助
重
依
一
声
念
仏
往
生
事

村
上
御
世
に
（
村
上
院
ノ
御
世
ニ
ヤ
）

鳥
羽
院
の
御
時                            

堀
川
院
位
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
（
異
本
欠
）

永
久
ノ
比
（
流
布
本
は
承
久
。
永
久
が
正
し
い
）

　

二
・
３
、三
・
６
に
は
、
流
布
本
・
異
本
間
の
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
話
は
、
二
・
３
が
「
天
暦
の
治
」
と
称
さ
れ
る
村
上
天
皇
の

時
代
の
文
人
官
僚
の
往
生
話
で
あ
り
、
六
・
３
は
堀
川
院
を
慕
っ
て
入

水
し
た
蔵
人
所
の
衆
の
話
で
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
堀
川
院
時
代
讃
美

の
言
葉
が
見
え
る
。
こ
の
二
つ
の
時
代
は
、
長
明
に
と
っ
て
特
に
仰
ぐ

べ
き
理
想
の
御
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



二
九

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

　
�　

堀
川
院
位
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
天
が
下
お
さ
ま
り
て
、
民
安

く
、
世
の
ど
か
也
。
ち
か
く
は
後
三
条
院
の
御
時
な
ど
を
こ
そ
、
い

み
じ
き
た
め
し
に
申
ぬ
る
を
…
唐
に
は
天
宝
の
た
め
し
を
ひ
き
、
我

国
に
は
延
喜
・
天
暦
の
か
し
こ
き
御
代
に
立
帰
る
事
を
ぞ
、
高
き
も

賤
き
も
悦
け
り
。

　

二
・
９
は
、
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
下
８
・『
本

朝
新
修
注
生
伝
』
八
（
話
番
号
は
岩
波
日
本
思
想
体
系
『
往
生
伝　

法

華
験
記
』
に
よ
る
）
に
「
永
久
」
の
年
紀
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。
三
・
６
「
鳥
羽
院
の
御
時
」
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
ま

た
巻
二
の
保
胤
と
定
基
の
話
は
、『
今
鏡
』
巻
一
「
昔
語
り
・
ま
こ
と

の
道
」
と
同
文
的
同
話
で
あ
り
、
話
の
順
序
も
同
様
に
連
続
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、『
発
心
集
』
が
元
に
し
た
資
料
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て

い
る

（
（1
（

。
保
胤
の
話
は
『
今
鏡
』
に
は
時
代
を
示
す
語
句
は
な
く
、『
発

心
集
』
が
「
村
上
御
代
」
と
し
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
保
胤
が

村
上
天
皇
皇
子
具
平
親
王
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
ろ
う
。
こ

の
場
合
『
発
心
集
』
が
「
村
上
御
代
」
と
い
う
時
代
提
示
語
を
付
加
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
時
代
提
示
語
を
冒
頭
語
に
持
つ
話
は
、
①
時
代
提
示
語
の

後
に
「
山
に
」（
一
・
３
）、「
天
王
寺
に
」（
一
・
10
）
の
よ
う
に
場
所

が
提
示
さ
れ
、
人
物
の
紹
介
が
続
く
場
合
と
、
②
「
鳥
羽
の
僧
正
と
て

や
む
事
な
き
人
を
は
し
け
り
」（
二
・
８
）、「
讃
岐
の
三
位
と
云
人
い
ま

そ
か
り
け
り
」（
三
・５
）
の
よ
う
に
、
次
に
場
所
の
提
示
が
な
く
、
人

物
紹
介
が
す
ぐ
続
く
場
合
と
に
分
け
ら
れ
る
。
時
代
提
示
語
と
し
て
天

皇
の
御
代
を
出
す
場
合
は
、
三
例
と
も
場
所
の
提
示
は
な
く
、
人
物
紹

介
か
ら
始
ま
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

以
上
、『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
「
昔
」「
中
比
」「
近
比
」
そ
の
他

の
時
代
提
示
語
を
用
い
た
例
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
冒
頭
語

に
は
明
確
な
時
代
認
識
が
あ
り
、
か
な
り
意
識
的
に
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

二
『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
―
場
所
の
提
示
と
人
物
紹
介
―

　

次
に
冒
頭
語
が
場
所
か
ら
始
ま
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。
語
り
出
し
が
場
所
か
ら
始
ま
る
例
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

　
　
　

  

＊（　

）内
は
異
本
の
冒
頭
語
・
本
文
を
示
す
。
傍
線
部
は
異
同
の
あ
る
部
分
。

一
・
２　

同
人
伊
賀
国
郡
司
被
仕
給
事

一
・
６　

�

高
野
南
筑
紫
上
人
出
家
登

山
事

一
・７　

�

小
田
原
教
壊
（
懐
）
上
人

打
破
水
瓶
事

一
・
９　

神
楽
岡
清
水
谷
仏
種
房
事

一
・
11　

高
野
辺
上
人
偽
儲
妻
女
事

伊
賀
国
に
、
或
郡
司
の
も
と
に 

中
比
（
異
本
「
高
野
ニ
」）

小
田
原
と
云
（
山
）
寺
に 

神
楽
岡
の
（
方
ニ
）
清
水
谷
と
云
処
に

高
野
（
山
）
の
辺
（
麓
）
に



三
〇

一
・
12　

美
作
守
顕
能
家
入
来
僧
事

二
・
６　

津
国
妙
法
寺
楽
西
聖
人
事

二
・７　

相
真
没
後
返
袈
裟
事

三
・
４　

讃
州
源
大
夫
俄
発
心
往
生
事

三
・７　

書
写
山
客
僧
断
食
往
生
事

三
・
10　

証
空
律
師
希
望
深
事

三
・
12　

松
室
童
子
成
仏
事

四
・
４　

叡
実
憐
路
傍
病
者
事

四
・
９　

武
州
入
間
河
沈
水
事

五
・
３　

母
妬
女
手
指
成
蛇
事

五
・
11　

�

目
上
人
参
法
成
寺
供
養
堅

固
道
心
事

五
・
15　

正
算
僧
都
母
為
子
志
深
事

美
作
守
顕
能
の
も
と
に

津
国
（
摂
津
国
ニ
）
和
田
の
奥
に
（
渡�

辺
の
郡
ニ
） 

津
国
の
（
欠
）
渡
辺
と
云
所
に

讃
岐
（
ノ
）
国
に
何
れ
の
郡
と
か
（
ニ
カ
）

播
磨
（
ノ
）
書
写
（
ノ
）
山
に

薬
師
寺
に 

奈
良
に
、
松
室
と
云
所
に
（
僧
有
ケ

リ
）

（
叡
）
山
に

武
蔵
国
入
間
河
の
ほ
と
り
（
辺
）
に 

何
の
国
と
か
（
ヤ
） 

河
内
国
に

山
に

　

場
所
に
つ
い
て
は
、
国
、
寺
、
個
人
の
家

（
（1
（

な
ど
様
々
で
あ
る
。
特
徴

的
な
の
は
、
同
じ
地
名
、
あ
る
い
は
関
連
す
る
地
名
を
連
続
さ
せ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
・
６
と
二
・
７
は
同
じ
「
津
国
」

つ
な
が
り
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
か
で
あ
ろ
う
。ま
た
三
・
２
、三
・

３
の
冒
頭
語
は
場
所
提
示
語
で
は
な
い
が
、
三
・
２
話
中
に
「
伊
予
僧

都
」、
三
・
３
に
は
「
伊
予
入
道
」
の
語
が
あ
り
、
続
く
三
・
４
は
「
讃

岐
の
国
に
い
づ
れ
の
郡
と
か
」
と
い
う
冒
頭
語
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
三
・
５
に
も
「
讃
岐
の
三
位
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
四
話
に
は
四

国
の
国
名
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
場
所
を
提
示
す
る
冒
頭
語
を

持
つ
説
話
と
隣
接
す
る
説
話
同
士
が
、
場
所
を
連
想
契
機
と
し
て
繋
が

っ
て
い
る
。
冒
頭
語
が
場
所
か
ら
始
ま
る
説
話
は
、「
あ
や
し
げ
な
る

法
師
の
…
す
ぞ
ろ
に
入
来
る
あ
り
け
り
」（
一
・
２
）、「
教
懐
聖
人
と
云

人
あ
り
け
り
」（
一
・７
）
の
よ
う
に
、
そ
の
後
に
は
人
物
紹
介
の
文
が

続
く
。

　

次
に
、
説
話
の
語
り
出
し
が
直
接
人
物
紹
介
か
ら
始
ま
る
冒
頭
語
に

は
、
①
人
物
名
の
後
に
系
譜
や
法
脈
等
の
説
明
が
付
さ
れ
る
場
合
と
、

②
そ
の
人
物
の
状
況
が
語
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
異
本
に
欠
く
話
が
多

い
が
、
両
本
に
共
通
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
多
少
の
字
句
の
相
違
は

あ
る
も
の
の
、
本
文
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。                                                                 

　

ま
ず
、
①
の
例
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
げ
ら
れ
る
。                           

①
人
物
名
・
系
譜
・
法
脈
等
が
続
く
場
合

一
・
４
千
観
内
供
遁
世
籠
居
事

一
・５�

多
武
峰
僧
賀
上
人
遁
世
往

生
事

二
・
４�

三
河
聖
人
寂
照
入
唐
往

生
事

二
・
13
善
導
和
尚
見
仏
事

四
・
２
浄
蔵
貴
所
飛
鉢
事

千
観
内
供
と
云
人
（
云
）
は
、
智
証
大
師
の

流
（
ノ
）、並
な
き
（
ヤ
ゴ
ト
無
キ
）
智
者
也
。

僧
賀
上
人
は
、
経
平
の
宰
相
の
子
（
息
）、

慈
恵
僧
正
の
弟
子
也
。

（
此
）
参
河
の
聖
と
云
は
、
大
江
定
基
と

云
博
士
、
是
也
。

（
随
而
）
唐
の
善
導
和
尚
は
、
道
綽
〈
禅
師
〉

の
御
弟
子
也
。

浄
蔵
貴
所
と
聞
ゆ
る
は
、
善
宰
相
清
行
の

子
、
並
び
な
き
行
人
也
。（
異
本
欠
）



三
一

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

五
・
８
中
納
言
顕
基
出
家
籠
居
事

五
・
９
成
信
・
重
家
同
時
出
家
事

六
・７
永
秀
法
師
数
奇
事

中
納
言
顕
基
は
、
大
納
言
俊
賢
の
息
、
後

一
条
御
門
に
時
め
か
し
つ
か
へ
給
て
…

（
異
本
欠
）

兵
部
卿
致
平
親
王
の
御
子
成
信
中
将
と
、

堀
河
右
大
臣
の
子
に
て
重
家
の
少
将
と
き

こ
え
け
る
人
…
（
異
本
欠
）

八
幡
別
当
頼
清
が
遠
流
に
て
、
永
秀
法
師

と
云
も
の
有
け
り
。（
異
本
欠
）

　

こ
の
中
で
、
一
・
４
千
観
以
外
は
『
発
心
集
』
以
前
に
同
類
話
が
存

す
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、『
発
心
集
』
本
文
に
近
い
と
思
わ
れ
る
も

の
を
、
各
説
話
ご
と
に
上
げ
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る

（
（1
（

。

一
・５
僧
賀

二
・
４
寂
照

四
・
２
浄
蔵

　

沙
門
増
賀
は
、
参
議
橘
恒
平
卿
の
子
な
り
。
叡
山
に

登
り
て
止
観
を
学
ぶ
。
慈
恵
僧
正
の
弟
子
な
り
（
続
本

朝
往
生
伝
12
）

同
（
大
江
）
定
基
は
、
斉
光
卿
の
第
三
の
子
な
り
。
早

く
祖
業
を
遂
げ
て
、
続
ぎ
て
夕
郎
と
な
る
（
続
本
朝
往

生
伝
33
）

　

そ
の
三
河
の
聖
も
博
士
に
お
は
し
て
、
大
江
氏
の
上

達
部
の
子
に
お
は
し
け
る
が
…
（
今
鏡
巻
九
「
昔
語
り
・

ま
こ
と
の
み
ち
」）

　

大
法
師
浄
蔵
は
、
俗
姓
三
善
氏
、
右
京
の
人
な
り
。
父

は
参
議
宮
内
卿
兼
播
磨
権
守
清
行
卿
、
第
八
の
子
な
り
。

母
は
嵯
峨
皇
帝
の
孫
な
り
（
拾
遺
往
生
伝
中
１
）

　

浄
蔵
貴
所
、
住
山
の
時
、
鉢
の
法
を
行
ひ
て
、
鉢
を

飛
ば
し
て
過
ご
し
け
る
比
… （
古
事
談
三
19
）

五
・
８
顕
基

五
・
９
成
信
・
重
家

　

権
中
納
言
源
顕
基
は
、
大
納
言
俊
賢
卿
の
子
な
り
。
少

き
年
よ
り
書
に
耽
り
学
を
好
め
り
。（
続
本
朝
往
生
伝
４
）

　

中
納
言
（
顕
基
）、
後
一
条
院
の
覚
え
の
人
に
て
お
は

し
け
る
に
、
御
忌
に
お
は
し
て
宮
の
内
に
御
殿
油
も
奉
ら

ず
侍
り
け
れ
ば
…
（
今
鏡
巻
一
「
す
べ
ら
ぎ
上
・
望
月
」）

　

顕
基
中
納
言
は
後
一
条
院
の
寵
臣
な
り
。
天
皇
崩
じ

給
ひ
て
後
、「
忠
臣
は
二
君
に
仕
へ
ず
」
と
云
ひ
て
…
（
古

事
談
一
47
）

　

又
村
上
の
兵
部
卿
致
平
の
御
子
の
成
信
の
中
将
、
ま

た
堀
河
関
白
の
孫
に
や
お
は
し
け
む
重
家
の
少
将
と
て
、

堀
河
右
大
臣
の
一
人
子
に
お
は
せ
し
、
も
ろ
共
に
仏
の
道

に
、
一
つ
御
心
に
契
り
申
し
給
ひ
て
…
（
今
鏡
巻
五
「
ふ

じ
な
み
中
・
苔
の
衣
」）

　

一
条
院
の
御
時
、
長
保
の
比
、
右
中
将
成
信
〔
村
上
皇

子
兵
部
卿
致
平
親
王
男
、
母
左
大
臣
雅
信
女
、
御
堂
猶

子
二
十
三
〕、
左
少
将
重
家
〔
堀
河
左
大
臣
顕
光
男
、
母

規
子
内
親
王
、
二
十
五
〕、
心
を
同
じ
く
し
て
示
し
合
は

せ
て
出
家
す
（
古
事
談
一
32
、[　

]

内
は
古
事
談
傍
注
）。

　

こ
れ
を
見
る
と
、『
続
本
朝
往
生
伝
』『
拾
遺
往
生
伝
』
等
、
往
生
伝

類
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
場
合
（
一
・
５
僧
賀
、
四
・
２
浄
蔵
、
五
・

８
顕
基
）
と
、主
に
『
今
鏡
』
を
も
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
場
合
（
二
・

４
寂
照
、
五
・
９
成
信
・
重
家
）
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
一
・５

僧
賀
の
場
合
は
、
説
話
内
容
は
『
法
華
験
記
』
下
82
、『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
二
・
33
と
一
部
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
詳
し

い
系
譜
の
記
述
は
な
い
。『
続
本
朝
往
生
伝
』
12
に
は
系
譜
の
記
述
は

あ
る
が
、
説
話
内
容
は
一
部
一
致
す
る
に
留
ま
る
。
四
・
２
浄
蔵
の
場
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合
も
同
様
に
、
内
容
は
『
古
事
談
』
三
・
19
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、

系
譜
の
部
分
は
存
在
せ
ず
、
系
譜
が
書
か
れ
た
『
拾
遺
往
生
伝
』
中
・

１
に
は
飛
鉢
譚
は
見
え
な
い
。
ま
た
五
・
８
顕
基
の
場
合
も
、『
続
本
朝

往
生
伝
』
４
に
は
系
譜
部
分
が
あ
る
が
、叙
述
の
順
序
が
一
致
す
る
『
今

鏡
』
に
は
見
え
な
い
。
一
方
、
二
・
４
寂
照
と
五
・
９
成
信
・
重
家
に
関

し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
『
今
鏡
』
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

こ
の
こ
と
か
ら
、
元
と
す
る
資
料
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
場
合
と
、
そ

れ
に
他
の
資
料
を
加
え
て
説
話
を
構
成
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。『
発
心
集
』
に
散
見
す
る
「
伝
に
あ
り
」
の
記
述
が
示
唆
す
る

よ
う
に

（
（1
（

、
系
譜
や
法
脈
が
付
加
さ
れ
た
話
の
場
合
、
長
明
は
ま
ず
『
往

生
伝
』
類
を
参
照
し
、
そ
の
上
で
同
一
人
物
に
関
す
る
他
の
資
料
を
見

て
説
話
を
構
成
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
①
に
属
す
る
説
話
の
主
人
公
は
、
高
僧
か
官
人
・
文
人
と

し
て
名
高
い
人
物
の
出
家
譚
で
あ
り
、
僧
伝
の
形
式
を
採
用
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
二
・
13
善
導
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
独
立
し
た

一
話
と
と
ら
え
て
よ
い
か
問
題
が
あ
る
が
、
出
典
は
不
明
な
が
ら
形
式

と
し
て
は
僧
伝
で
あ
る
こ
と
と
、
文
中
に
師
弟
関
係
が
問
題
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。六
・７
永
秀
の
場
合
は
、『
古
事
談
』六
・

15
に
「
八
幡
所
司
」
と
あ
っ
て
、
石
清
水
八
幡
宮
関
係
者
の
よ
う
で
あ

る
が
、『
古
事
談
』
は
頼
清
関
係
記
事
を
載
せ
て
お
ら
ず
、「
八
幡
別
当

頼
清
遠
流
」
は
『
発
心
集
』
が
付
加
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
話

の
依
拠
文
献
に
こ
の
記
述
が
存
在
し
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
永
秀

の
数
寄
に
欠
か
せ
な
い
笛
竹
を
得
る
便
宜
を
図
っ
て
や
っ
た
と
い
う
説

話
内
容
に
関
わ
る
事
項
で
あ
る
の
で
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
②
の
例
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

②�

人
物
名
（
無
名
も
含
む
）・
状
況
説
明
が
続
く
場
合

一
・
８
佐
国
愛
華
成
蝶
事

二
・
２
禅
林
寺
永
観
律
師
事

三
・
３
伊
予
入
道
往
生
事

四
・
３
永
心
法
橋
憐
乞
児
事

四
・７
或
女
房
臨
終
見
魔
変
事

五
・
６�

少
納
言
公
経
依
先
世

願
作
河
内
寺
事

五
・７
少
納
言
統
理
遁
世
事

五
・
10�
花
園
左
府
詣
八
幡
祈

往
生
事

五
・
12
乞
児
物
語
事

六
・
２�

后
宮
半
者
悲
一
乗
寺

僧
正
入
滅
事

或
人
、
円
宗
寺
の
八
講
と
云
事
に
参
（
詣
）

り
た
り
け
る
（
時
）
に

永
観
律
師
と
云
人
あ
り
け
り
（
欠
）。
年
来

念
仏
の
志
深
く
（
テ
）、
名
利
を
思
は
ず
。

（
重
ク
セ
ズ
）

伊
予
守
源
頼
吉
（
義
）
は
、
若
く
（
シ
テ
）

よ
り
罪
を
の
み
（
欠
）
作
り
て       

永
心
法
橋
と
云
人
、
近
比
の
事
に
や
、
清

水
へ
百
日
ま
い
り
け
る
時
（
異
本
欠
）  

或
宮
腹
の
女
房
（
ノ
）、
世
を
背
け
る
あ
り

け
り
。

少
納
言
公
経
と
云
手
書
有
け
り
（
異
本
欠
）       

少
納
言
統
理
と
き
こ
へ
け
る
人
、
年
来
世
を

背
か
ん
と
思
ふ
志
深
か
り
し
が
（
異
本
欠
）

花
園
左
大
臣
は
、
御
形
ち
、
心
も
ち
ゐ�

（
欠
）、
身
の
才
…
調
り
給
へ
る
（
タ
ル
）
人
也
。

或
る
上
人
の
（
欠
）、
物
へ
ま
か
り
け
る
道
に

一
乗
寺
の
僧
正
、
か
く
れ
給
て
後
（
異
本
欠
）



三
三

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

六
・５
西
行
女
子
出
家
事

六
・
６�

侍
従
大
納
言
幼
少
時

止
験
者
改
請

六
・
12�
郁
芳
門
院
侍
良
住
武

蔵
野
事

六
・
13�

上
東
門
院
女
房
住
深

山
事

二
・
11
或
上
人
不
値
客
人
事

四
・
８
或
人
臨
終
不
言
遺
恨
事

西
行
法
師
、
出
家
し
け
る
時
（
異
本
欠
） 

侍
従
大
納
言
成
通
卿
、
そ
の
か
み
、
九
歳

に
て
わ
ら
は
や
み
し
給
け
り
（
異
本
欠
）

西
行
法
師
、
東
の
方
修
行
し
（
シ
ア
リ
キ
）

け
る
時

或
聖
（
リ
）、
都
（
ノ
）
ほ
と
り
（
辺
リ
）

を
厭
（
フ
）
こ
ゝ
ろ
深
く
て
、（
人
モ
通
ヌ

山
陰
ク
レ
ナ
ド
ニ
）
住
ぬ
（
ム
）
べ
き
所

や
あ
る
と
、
尋
あ
り
き
け
る
程
に
（
ケ
リ
） 

年
来
、
道
心
深
し
て
（
ク
テ
）、
念
仏
を
こ

た
ら
ぬ
聖
（
リ
）
あ
り
け
り
。

年
比
、
あ
ひ
知
（
タ
ル
）
人
あ
り
き
。                   

　

最
後
の
二
例
は
「
年
ご
ろ
」
が
冒
頭
に
く
る
例
で
、
文
中
に
こ
の
語

が
あ
る
二
・
２（
永
観
律
師
と
云
人
あ
り
。
年
来
念
仏
の
…
）、六
・
６（
侍

従
大
納
言
成
通
卿
、
…
年
来
い
の
り
け
る
な
に
が
し
僧
都
…
）
と
同
様

の
文
章
構
造
と
考
え
、
人
物
紹
介
か
ら
始
ま
る
冒
頭
語
と
解
し
た
。
こ

の
中
で
、『
発
心
集
』
以
前
の
同
類
話
が
明
か
な
も
の
は
、
三
・
３
頼
義
、

五
・
６
公
経
、
五
・７
統
理
、
五
・
10
花
園
左
府
で
、
そ
れ
以
外
は
『
古

事
談
』
に
類
話
が
あ
っ
て
も
、
内
容
が
か
な
り
異
な
る
場
合
（
二
・
２

永
観
）
か
、
出
所
不
明
、
長
明
の
見
聞
譚
ら
し
き
も
の
（
四
・
８
）
で

あ
る
。
同
類
話
が
明
か
な
話
は
、
文
章
構
造
が
よ
く
似
て
い
る
三
・
３

頼
義
（
続
本
朝
往
生
伝
36
）、
五
・
６
公
経
・
五
・
７
統
理
・
五
・
10
花

園
左
府
（
今
鏡
）
で
あ
る
。
説
話
の
元
と
な
る
資
料
が
あ
る
場
合
は
、

原
則
的
に
そ
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。問
題
は
、

三
・
３
頼
義
に
し
て
も
、
五
・７
、五
・
８
の
公
経
や
統
理
に
し
て
も
、『
続

本
朝
往
生
伝
』
や
『
今
鏡
』
か
ら
年
代
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
「
中
比
」・「
近
比
」
等
の
時
代
提
示
語
を
付
け
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
冒
頭
語
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の

意
図
が
あ
っ
て
、
書
き
分
け
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。          

　
　

三　

冒
頭
語
の
持
つ
意
味

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
は
、
⑴
時
代
提
示

語
か
ら
始
ま
る
場
合
、
⑵
場
所
の
提
示
か
ら
始
ま
る
場
合
、
⑶
人
物
紹

介
か
ら
始
ま
る
場
合
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
合
の
考
察
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
か
な
り
意
識
的
な
書
き
分
け
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
人
物
紹
介
が
続

く
こ
と
か
ら
、
基
本
形
は
⑶
人
物
紹
介
か
ら
始
ま
る
形
で
、
そ
れ
に
何

ら
か
の
意
図
を
以
て
、
時
代
提
示
語
や
場
所
表
記
を
付
加
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
問
題
は
そ
の
「
意
図
」
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、『
発
心
集
』
の
構
成
上
の
問
題
、
つ
ま
り
説
話
集
の
構
想
と

編
纂
上
の
問
題
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
巻

一
～
巻
二
の
冒
頭
語
と
主
題
と
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

巻
一
は
流
布
本
・
異
本
と
も
に
存
在
し
、
第
11
話
ま
で
説
話
配
列
に
も
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異
同
が
な
い
こ
と
、
第
12
話
以
降
は
そ
の
続
き
と
し
て
、
流
布
本
の
方

が
本
来
の
説
話
配
列
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以

下
に
、
説
話
と
主
題
と
の
関
係
が
分
か
り
易
い
よ
う
に
各
説
話
の
表
題

を
記
し
、
冒
頭
語
・
主
題
等
の
関
係
を
表
示
し
た
。

　

○�

巻
数
字
は
巻
、
算
用
数
字
は
説
話
番
号
を
示
す
。（　

）
内
は
冒
頭
で
は
な
く
、
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
時
代
提
示
語
、

　
　

＊
は
、
異
本
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

表
題

時
代

 

場
所

人
物
紹
介

主
題
・
連
想    

一
・
１
玄
敏
僧
都
遁
世
逐
電
事

昔

遁
世
逐
電 

一
・
２
同
人
伊
賀
国
郡
司
被
仕
給
事

伊
賀
国
に

同
・
僧
都 

一
・
３
平
等
供
奉
離
山
趣
異
州
事

中
比

山
に

同
・
内
供

一
・
４
千
観
内
供
遁
世
籠
居
事

千
観
内
供
と
云
人
は
智
証
大
師
の

流
、
並
な
き
智
者
也

遁
世
籠
居

内
供

一
・５
多
武
峰
僧
賀
上
人
遁
世
往
生
事

僧
賀
上
人
は
経
平
の
宰
相
の
子
、

慈
恵
僧
正
の
弟
子
也

遁
世
籠
居

断
執

一
・
６
高
野
南
筑
紫
上
人
出
家
登
山

中
比
＊

高
野
に

遁
世
断
執 

一
・７
小
田
原
教
壊
打
破
水
瓶
事

　
　

   

付
陽
範
阿
闍
梨
切
梅
木
事

小
田
原
と
云
寺
に

断
執
成
功

梅
の
木

一
・
８
佐
国
愛
花
成
蝶
事　

　
　

   

付
六
波
羅
寺
幸
仙
愛
橘
木

或
人
、
円
宗
寺
の
八
講
と
云
事
に

参
り
た
り
け
る
に

断
執
失
敗

花
・
橘
の
木

一
・
９
神
楽
岡
清
水
谷
仏
種
房
事

神
楽
岡
の
清
水
谷
と

云
処
に

断
執

市
井
の
聖 

一
・
10
天
王
寺
聖
隠
徳
事　

　
　

   

付
乞
食
聖
事

近
比

天
王
寺
に

隠
徳

市
井
の
聖 

一
・
11
高
野
辺
上
人
偽
儲
妻
女
事

高
野
の
辺
に

隠
徳
・
偽
悪

一
・
12
美
作
守
顕
能
家
入
来
僧
事

美
作
守
顕
能
の
も
と

に

隠
徳
・
偽
悪



三
五

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
一
・
１
話
か
ら
二
・
１
話
ま
で
を
見
る
と
、
時
代
提
示
語
が
昔

→
中
比
→
近
来
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
二
・

２
の
登
場
人
物
は
永
観
（
一
○
三
三
～
一
一
一
一
）
で
、
時
代
的
に
は

文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
白
河
院
時
代
の
人
で
あ
り
、『
発
心
集
』
の

時
代
提
示
語
で
は
「
中
比
」・「
近
比
」
の
認
識
が
曖
昧
な
「
近
き
世
」

の
人
で
あ
る
。
時
代
提
示
語
を
欠
く
の
は
、
年
代
順
と
は
異
な
る
基
準

に
よ
る
配
列
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
（1
（

。
次
に
二
・
３
話
の
「
村
上
御

代
」
か
ら
二
・
９
「
永
久
の
こ
ろ
」（
鳥
羽
院
の
時
代
・
近
比
）
ま
で
続

く
時
代
配
列
が
続
き
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
は
二
・
10
「
中
比
」
に
始
ま

り
三
・
９ 「
近
き
比
」
で
終
わ
る
話
群
が
あ
る
。
こ
の
話
群
を
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
群
を
主
題
と
の
関
連
か
ら
見
て
み
る
と
、

Ⅰ
は
玄
敏
や
平
等
な
ど
の
遁
世
譚
で
、
逐
電
・
籠
居
・
断
執
・
隠
徳
と

表
題

時
代

 

場
所

人
物
紹
介

主
題
・
連
想    

二
・
１
安
居
院
聖
行
京
中
時　

　
　

   

隠
居
僧
値
事

近
比

安
居
院
に

隠
徳
隠
居

臨
終
善
知
識   

二
・
２
禅
林
寺
永
観
律
師
事

永
観
律
師
と
云
人
あ
り
け
り

隠
徳
隠
居
・
臨
終

善
知
識
＝
異
本 

二
・
３
内
記
入
道
寂
心
事

村
上
御
代
に

文
人
往
生

二
・
４
三
河
聖
人
寂
照
入
唐
往
生

参
河
の
聖
と
云
は
、
大
江
定
基
と

云
博
士
、
是
也

文
人
往
生

二
・５
仙
命
上
人
事
并
覚
尊
上
人
事

近
来

山
に

往
生
予
知

二
・
６
津
国
妙
法
寺
楽
西
聖
人
事

津
国
和
田
の
奥
に

往
生
予
知
・
津
国
・
蓮

・
仏
法
の
不
思
議 

二
・７
相
真
、
没
後
返
袈
裟
事

（
そ
こ
に
近
比
）

津
国
渡
辺
と
云
所
に

蓮
糸
袈
裟
往
生
・
津
国

・
仏
法
不
思
議
・
師
弟

二
・
８
真
浄
房
、
暫
作
天
狗
事

近
来

鳥
羽
の
僧
正
と
て
や
ん
事
な
き
人

を
は
し
け
り

往
生
失
敗
・
師
弟
・
鳥

羽
僧
正

二
・
９
助
重
依
一
声
念
仏
往
生
事

永
久
の
比

一
声
念
仏
往
生 

・
鳥
羽

僧
正  

二
・
10
橘
大
夫
、
発
願
往
生
事

中
比
（
永
長
の
秋
）
（
常
磐
の
）

常
磐
橘
大
夫
守
助
と
云
者
あ
り
け
り

願
文
往
生 



三
六

い
っ
た
「
遁
世
の
諸
相
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
続
く
Ⅱ
の
二
・
３

保
胤
か
ら
二
・
９
助
重
ま
で
は
、
保
胤
や
三
河
入
道
の
よ
う
な
文
人
の

往
生
、蓮
の
糸
で
作
ら
れ
た
不
思
議
な
袈
裟
の
師
資
相
承
に
よ
る
往
生
、

真
浄
房
と
鳥
羽
僧
正
の
話
（
三
・
８
）
の
よ
う
な
師
弟
間
の
あ
り
方
に

よ
り
往
生
が
成
功
し
た
り
失
敗
し
た
り
す
る
話
な
ど
、
様
々
な
往
生
の

す
が
た
（
相
）
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
「
往
生
の
諸
相
」
と
い
う

主
題
で
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
保
胤
の
話
が
「
村
上

御
代
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
話
が
当
初
の

時
代
提
示
語
の
話
群
（
一
・
１
昔
か
ら
二
・
８
近
来
ま
で
）
の
中
に
は
存

在
せ
ず
、『
今
鏡
』
で
後
続
す
る
二
・
３
三
河
入
道
説
話
と
と
も
に
、
後

の
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
村

上
御
代
」
で
あ
れ
ば
、「
中
比
」
と
し
て
も
よ
い
話
で
あ
る
が
、
既
述

の
よ
う
に
、
長
明
に
は
「
村
上
御
代
」
に
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
ま
た
前
後
に
「
近
比
（
来
）」
が
あ
る
た
め
、
二
・
８
ま
で
続

く
時
代
提
示
語
の
順
序
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
配
列
す
る
意
図
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
お
そ
ら
く
長
明
は
、
説
話
を
主
題
ご
と
に

分
け
て
配
列
す
る
こ
と
を
考
え
、
ま
ず
同
じ
主
題
で
ま
と
め
ら
れ
る
説

話
に
時
代
提
示
語
を
付
し
、
年
代
順
に
配
列
し
て
骨
格
と
な
し
、
そ
の

次
に
、
す
で
に
配
列
し
た
説
話
の
間
に
場
所
や
主
題
、
事
項
等
で
関
連

す
る
説
話
を
挿
入
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
Ⅱ
話
群
の
最
後
に
位
置
す
る
「
永
久
の
比
」
の
時
代
提
示

語
を
持
つ
二
・
９
助
重
の
話
も
、「
近
比
」
の
時
代
提
示
語
を
持
つ
二
・

８
の
鳥
羽
僧
正
と
の
関
係
（
か
の
僧
正
の
年
比
の
行
徳
）
で
、
二
・
８

の
話
に
後
続
し
て
後
の
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
一

方
で
、
こ
の
話
は
主
題
的
に
は
次
の
二
・
10
「
願
文
往
生
」（
様
々
な

往
生
の
行
業
）
と
の
関
連
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
・
10

の
文
中
に
「
永
長
の
秋
」
と
入
れ
た
の
も
、
二
・
９
か
ら
続
く
元
号
表

示
を
考
慮
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。三
・
６「
鳥
羽
院
の
御
時
」（「
近

比
」
の
時
代
）
も
、三
・５
補
陀
落
渡
海
（「
近
く
」
の
冒
頭
語
を
持
つ
）

の
話
と
の
関
係
（
入
水
往
生
）
で
、後
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

話
群
Ⅲ
は
、
二
・
10
橘
大
夫
（
中
比
）
か
ら
三
・
10
薬
師
寺
証
空
（
異

本
は
証
玄
）
ま
で
で
、「
様
々
な
往
生
の
行
業
」（
二
・
９
「
一
声
念
仏

往
生
」
か
ら
の
続
き
で
あ
り
、
願
文
往
生
・
客
人
に
面
会
せ
ず
・
云
ふ

か
ひ
な
く
功
積
め
る
者
・
身
燈
・
入
海
・
山
中
独
覚
等
々
）
と
い
う
主

題
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

時
代
提
示
語
を
骨
格
と
し
て
全
体
の
構
想
を
考
え
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
話
群
の
中
に
同
主
題
か
、
関
連
す
る
主
題
を
持
つ
話
を
配
列
し
て
い

く
た
め
に
次
に
用
い
た
の
は
、
場
所
を
提
示
す
る
冒
頭
語
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
場
所
の
提
示
か
ら
始
ま
る
冒
頭
語
を
持
つ
話
が
、
時
代

提
示
語
の
次
に
場
所
が
提
示
さ
れ
る
話
（
前
述
し
た
時
代
提
示
語
を
冒



三
七

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

頭
語
と
す
る
型
の
①
）
の
前
後
に
置
か
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、先
に
示
し
た
表
で
見
る
と
、一
・
３
話
「
中
ご
ろ
山
に
」

の
前
に
一
・
２
話
「
伊
賀
国
に
あ
る
郡
司
の
も
と
に
」
で
始
ま
る
玄
敏

の
話
が
あ
り
、
一
・
６
話
「
中
比
高
野
に
」
の
次
に
は
「
小
田
原
と
云

ふ
寺
に
」
で
始
ま
る
一
・７
話
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
・
６
は
、
異
本
で

は
「
中
比
」
を
欠
く
が
、
こ
の
場
合
「
中
比
」
と
い
う
時
代
提
示
語
が

な
く
て
も
、「
高
野
に
」
と
い
う
場
所
提
示
語
に
よ
っ
て
一
・
３
、一
・７

に
繋
が
る
。
さ
ら
に
、一
・
10
「
近
比
天
王
寺
に
」
の
前
に
は
一
・
９
「
神

楽
岡
の
清
水
谷
に
」
と
い
う
場
所
を
示
す
冒
頭
語
が
、
ま
た
次
の
一
・

11
話
か
ら
二
・
１
「
近
比
安
居
院
に
」
ま
で
、
場
所
か
ら
始
ま
る
冒
頭

語
の
話
が
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
意
識
的
に
行
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
の
は
、
二
・
６
と
二
・
７
が
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。
二
・
６
話
は
「
津

国
の
和
田
の
奥
に
」
で
は
じ
ま
り
、二
・７
話
も
「
津
国
渡
辺
と
云
所
に
」

と
続
く
が
、
二
・
７
話
は
こ
の
あ
と
「
そ
こ
に
近
比
」
と
い
う
語
句
が

入
る
。「
近
比
」
の
話
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
な
が
ら
、
冒
頭

に
置
か
な
か
っ
た
の
は
、「
津
国
」
と
い
う
場
所
の
関
連
を
優
先
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
時
代
提
示
語
を
持
つ
冒
頭
語
に
よ
っ
て
同
じ
主

題
を
持
つ
説
話
を
時
代
順
に
並
べ
て
い
き
、
次
に
場
所
か
ら
始
ま
る
冒

頭
語
を
持
つ
説
話
を
挿
み
、
最
後
に
時
代
提
示
語
も
場
所
も
持
た
な
い

説
話
を
、
前
後
の
話
の
主
題
や
関
連
事
項
等
で
挿
入
し
て
最
終
的
な
説

話
構
成
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
語
の
書
き
分
け
は
、
単
に
長
明
の

時
代
認
識
を
示
す
だ
け
で
な
く
、『
発
心
集
』
編
纂
上
の
大
き
な
要
素

と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
数
の
関
係
で
詳
細
を
示
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
長
明
の
当
初
の
構
想
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。（　

）
内
は
、
後
の
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
説

話
を
示
し
て
い
る
。                                                              

Ⅰ
遁
世
修
行
の
諸
相
（
様
々
な
遁
世
修
行
） 

＊
は
異
本
欠                                             

一
・
１ 

玄
敏
僧
都
遁
世
逐
電
事

一
・
３ 

平
等
供
奉
離
山
趣
異
州
事

一
・
６ �

高
野
南
筑
紫
上
人
出
家
登

山
事

一
・
10 �

天
王
寺
聖
隠
徳
事　

付

乞
食
聖
事

二
・
１ �

安
居
院
聖
行
京
中
時　

隠
居
僧
値
事

（
二
・
２ 

禅
林
寺
永
観
律
師
）

昔中
比

中
比

近
比

近
比

（
人
物
）

隠
遁
・
逐
電
・
僧
都

遁
世
逐
電
・
供
奉

隠
遁
・
断
執

隠
徳
・
市
井
の
聖

隠
徳
・
隠
居
・
臨
終
善
知
識

隠
遁・隠
居・（
異
本・臨
終 

善
知
識
）

Ⅱ
往
生
の
諸
相
（
様
々
な
往
生
）                                                      

（
二
・
３ 

内
記
入
道
寂
心
事
）

二
・５ 
仙
命
上
人
事
并
覚
尊
上
人

二
・
８ 
真
浄
房
、
暫
作
天
狗
事

（
二
・
９ 

助
重
依
一
声
念
仏
往
生
事
）

村
上
御
代

近
来

近
来

永
久
の
比

文
人
の
往
生  

往
生
予
知 

往
生
失
敗
・
師
弟
・
鳥
羽
僧
正

一
声
往
生
・
鳥
羽
僧
正     



三
八

Ⅲ
往
生
の
行
業
（
往
生
の
た
め
の
様
々
な
行
業
）                                          

二
・
10 

橘
大
夫
発
願
往
生
事

三
・
１ 
江
州
増
叟
事

三
・５ �
或
禅
師
詣
補
陀
落
山
事　

賀
東
上
人
事

三
・
８ 

蓮
華
城
入
水
事

三
・
９ 

樵
夫
独
覚
事

中
比

中
比

近
く
（
異
本

近
来
）

近
き
比

近
き
比

願
文
往
生 

物
に
ふ
れ
て
理
を
思
う
こ
と

身
燈
・
入
海

入
水
・
往
生
失
敗

山
中
独
覚                

Ⅳ
法
華
経
霊
験
功
徳
・
比
叡
山
僧                                                      

三
・
11 

親
輔
養
児
往
生
事　

四
・
１ �

三
昧
座
主
弟
子
得
法
華

経
験
事
＊

（
四
・
３
永
心
法
橋
憐
乞
児
事
）
＊

（
四
・
４ 

叡
実
憐
路
傍
病
者
事
）

四
・５ 

肥
州
僧
妻
為
魔
事

中
比

中
比

（
人
物
・
状
況
）

（
山
に
）

中
比

児
の
往
生
・
法
華
経
読
誦

童
子
奉
仕
・
法
華
経
読
誦

仙
人

法
華
文
句
記
・
比
叡
山
僧

・
病
者
へ
の
憐
れ
み

病
・
女
性
の
妨
げ
を
退
け
る

Ⅴ
様
々
な
機
縁
（
男
女
・
母
子
・
夫
婦
の
恩
愛
・
転
生
）                                    

四
・
６ 

玄
賓
懸
念
大
納
言
室
事

四
・
10 

詣
日
吉
僧
取
奇
死
人
事

五
・
１ 

唐
房
法
橋
発
心
事

五
・
２ 

伊
家
并
妾
頓
死
往
生
事

　
　
　
＊

五
・
４ 

亡
妻
現
身
帰
夫
事
家

昔中
比

中
比

中
比

 

中
比

不
浄
観
・
女
性
の
妨
げ
を

退
け
る

慈
悲
・
死
体
葬
送 

死
体
葬
送
・
恩
愛
を
契
機

に
出
家
・
途
絶
え
た
男
女  

恩
愛
を
契
機
に
往
生
・
出

家
・
途
絶
え
た
男
女

男
女
の
深
き
志
・
深
き
志

で
仏
に
値
遇
せ
ん
と
願
う

べ
し
・
現
身
で
還
る

五
・５ 

不
動
持
者
生
牛
事

 （
五
・
12 

乞
児
物
語
事
）

五
・
13 

貧
男
好
差
図
事

近
く

 （
人
物
・
状
況
）

近
き
世
の
こ

と
に
や

仏
に
値
遇
せ
ん
と
望
む
べ

し
。
転
生
し
て
還
る 

乞
児
・
翁
等
の
は
か
な
き

望
み
。 

極
楽
望
む
べ
し
。

老
男
の
空
し
き
差
図
書

き
。
極
楽
望
む
べ
し
。

Ⅵ
恩
⑴
（
傅
育
の
恩
・
師
恩
・
主
恩
）                                                

五
・
14 

勤
操
憐
栄
好
事

六
・
１ 

証
空
替
師
命
事

（
六
・
３ 

堀
川
院
蔵
人
所
衆
奉

主
上
慕
入
海
事
）
＊

昔中
比

堀
川
院
位
に
お
は

し
ま
し
け
る
時

傅
育
の
恩

傅
育
の
恩
・
師
恩

主
恩

Ⅶ
恩
⑵
（
継
母
継
子
・
養
母
養
女
・
童
と
師
僧
）                                        

六
・
４ 

母
子
三
人
賢
者
遁
罪
事

（
六
・５ 

西
行
女
子
出
家
事
）
＊

（
六
・
６ �

従
大
納
言
幼
少
時
止

験
者
改
請
事
）

昔（
人
物
・
状
況
）

（
人
物
・
状
況
）

継
母
と
継
子
の
愛
情
、
兄
弟

養
母
と
養
女
・
父
と
娘
・
兄
弟

童
と
師
僧
・
い
み
じ
き
数
寄
人

Ⅷ
数
寄
と
往
生
、
深
山
・
廣
野
の
閑
居                                                  

（
六
・７ 

永
秀
法
師
数
奇
事
）
＊

六
・
８ �

時
光
・
茂
光
数
奇
及
天

聴
事
＊

六
・
９ 

宝
日
上
人
詠
和
歌
行
事

　
　
　
＊

六
・
10 �
室
泊
遊
君
吟
鄭
曲
結
縁

聖
人
事

（
六
・
11 

乞
者
尼
得
単
衣
奉
加
寺
事
）

（
人
物
・
系
譜
）

中
比

中
比

中
比

（
人
物
・
状
況
）

数
寄
者
は
深
き
罪
を
犯
す

こ
と
は
な
い
・
笛
吹
き

笙
吹
き
・
篳
篥
師
、
数
寄

は
厭
離
の
便
り

和
歌
を
詠
じ
て
行
と
す
る

僧
・
数
寄
は
厭
離
の
便
り

鄭
曲
を
詠
じ
て
結
縁
（
数

寄
に
よ
る
結
縁
）

和
歌
を
添
え
て
奉
加
・
宮

仕
人



三
九

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

（
六
・
12 

郁
芳
門
院
良
侍
住
武
蔵
野
事
）

（
六
・
13 
上
東
門
院
女
房
住
深
山
）

（
人
物
・
状
況
）

（
人
物
・
状
況
）

郁
芳
門
院
の
侍
の
遁
世
修

行
・
武
蔵
野
の
花
・
庵
・

曠
野
で
の
修
行

上
東
門
院
の
女
房
の
遁
世

修
行
・
切
花
の
か
ら
・
庵

・
深
山
で
の
修
行

　

以
上
、『
発
心
集
』
巻
一
か
ら
六
ま
で
の
構
想
を
、
冒
頭
語
の
観
点

か
ら
み
て
き
た
が
、
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

先
ず
Ⅰ
で
、
名
利
か
ら
遁
れ
る
た
め
に
、
逐
電
・
隠
徳
・
籠
居
・
断

執
を
断
行
し
た
偉
大
な
先
達
た
ち
の
姿
を
、
往
生
に
失
敗
し
た
者
の
話

を
交
え
な
が
ら
語
り
、
次
に
Ⅱ
で
文
人
・
官
人
・
女
房
・
地
方
在
住
者

等
の
様
々
な
往
生
の
様
を
述
べ
つ
つ
、
一
方
で
予
想
外
の
こ
と
か
ら
往

生
に
失
敗
し
た
事
例
（
真
浄
房
）
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
Ⅲ
で
は
往
生
し

た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
行
業
を
修
し
て
い
た
の
か
を
述
べ
、
往
生
の
行

は
人
そ
れ
ぞ
れ
が
因
縁
に
よ
っ
て
選
び
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
行
業
で
あ
れ
謗
っ
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。
Ⅳ
で
は
法
華
経
の
功

徳
を
強
調
し
、
さ
ら
に
Ⅴ
で
は
、
男
女
の
別
れ
や
身
近
な
人
の
死
を
機

縁
と
し
て
発
心
し
た
者
、
臨
終
正
念
に
成
功
し
往
生
し
た
者
、
不
首
尾

に
終
わ
っ
た
者
な
ど
の
事
例
が
語
ら
れ
る
。
Ⅵ
・
Ⅶ
で
は
親
子
・
師
弟

間
の
傅
育
の
恩
に
加
え
、
恩
は
実
の
親
子
の
間
だ
け
で
な
く
、
継
子
・

継
母
の
間
、
養
母
・
養
女
の
間
に
も
、
児
と
師
僧
と
の
間
に
も
存
在
す

る
と
語
り
、
さ
ら
に
Ⅷ
で
は
、
長
明
に
と
っ
て
最
も
関
心
が
高
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
数
寄
と
往
生
の
問
題
で
自
論
を
展
開
し
、
最
後
に
曠
野
や

深
山
で
の
理
想
的
な
閑
居
と
修
行
生
活
の
話
で
語
り
収
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
序
文
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
発

心
集
』
は
「
発
心
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
様
々
な
事
例
を
集
め
た
も

の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
長
明
の

見
解
や
考
察
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
、
と
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
。
特

に
巻
六
末
に
集
め
ら
れ
た
数
寄
説
話
に
つ
い
て
は
、「
此
世
の
こ
と
思

ひ
捨
て
む
事
も
、
数
寄
は
こ
と
に
た
よ
り
と
な
り
ぬ
べ
し
」（
六
・
８
）

数
寄
は
「
出
離
解
脱
の
門
出
」（
六
・
9
）、
鄭
曲
に
よ
る
結
縁
（
六
・

10
）
な
ど
、
長
明
の
数
寄
に
対
す
る
肯
定
的
見
解
が
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
話
が
時
代
提
示
語
を
冒
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、当
初
か
ら
構
想
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
巻
六
巻
末
に
置
か
れ
た
曠
野
・
深
山
で
の
理
想
的
な
閑
居
・
修
行

生
活
の
話
が
構
想
の
後
の
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
の
推
定
が
当
た

っ
て
い
る
な
ら
ば
、『
方
丈
記
』
の
最
終
章
で
「
心
」
が
答
え
な
か
っ

た
問
題
の
答
え
が
、巻
六
末
に
至
っ
て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
、

序
文
か
ら
追
求
し
て
き
た
問
題
に
、
こ
こ
で
一
つ
の
結
論
を
出
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
異
本
が
収
め
る
説
話
が
、
跋
文
風
評

論
も
含
め
て
流
布
本
の
巻
六
ま
で
で
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
『
発
心



四
〇

集
』
の
当
初
の
構
想
が
巻
六
ま
で
で
一
応
の
完
結
を
み
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
異
本
が
数
寄
説
話
を
三
話

と
も
欠
き
な
が
ら
、
廣
野
や
深
山
で
の
修
行
の
話
を
二
話
と
も
入
れ
て

い
る
こ
と
が
異
本
書
写
者
の
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
異

本
の
性
格
の
一
端
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
二

系
統
間
の
説
話
の
出
入
り
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

　
　

四　

巻
七
・
巻
八
の
問
題

　

巻
七
・
八
も
、
巻
六
以
前
と
同
様
の
冒
頭
語
が
見
ら
れ
る
。
巻
六
以

前
と
同
様
に
、
時
代
提
示
語
を
手
掛
か
り
に
主
題
と
の
関
係
を
見
て
行

く
と
、
以
下
の
よ
う
な
話
群
に
分
け
ら
れ
る
。

Ⅰ
極
楽
往
生
の
先
達

（
七
・
１ �

恵
心
僧
都
謁
空
也
上

人
事
）

（
七
・
２ �

同
上
人
脱
衣
奉
松
尾

大
明
神
事
）

（
人
物
・
状
況
）

（
人
物
・
状
況
）

空
也
の
教
え

法
華
経
と
念
仏
は
極
楽
の
業

Ⅱ
様
々
な
行
業
に
よ
る
往
生

七
・
３ �

中
将
雅
通
持
法
華
経
往

生
事

七
・
４ �

賀
茂
女
持
常
住
仏
性
四

字
往
生
事

（
七
・５ �

太
子
御
墓
覚
能
上
人

好
管
絃
事
）

中
比
・
人
物

中
比
・
人
物

（
太
子
の
御
墓
に
）

法
華
経
読
誦
・
法
華
経
礼
賛

「
常
住
仏
性
」
に
よ
る
往
生

管
絃
・
風
月
に
よ
る
往
生

Ⅲ
様
々
な
機
縁

（
七
・
６ 

賢
人
右
府
見
白
髪
事
）

七
・７ 

三
井
寺
僧
夢
見
貧
報
事

（
七
・
８ 

道
寂
上
人
詣
長
谷
祈
道
心
事
）

（
七
・
９ 

恵
心
僧
都
随
母
心
遁
世
事
）

七
・
10 �

阿
闍
梨
実
印
大
仏
供

養
時
滅
罪
事

（
人
物
・
状
況
）

中
比
三
井
寺
に

（
元
興
寺
に
）

（
人
物
・
状
況
）

東
大
寺
の
大
仏
供

養
の
時
・
状
況

夢
に
白
髪
丸
を
見
る

夢
に
貧
報
の
冠
者
を
見
る

夢
告
に
よ
り
道
心
を
知
る

母
の
教
え
に
よ
り
発
心

東
大
寺
大
仏
供
養
に
参
り
、

信
を
発
す

Ⅳ
地
方
官
・
有
力
者
の
遁
世
修
行
・
不
惜
身
命

七
・
11 

源
親
元
普
勧
念
仏
往
生
事

七
・
12 

心
戒
上
人
不
留
跡
事

（
七
・
13 �

斎
所
権
介
成
清
子
住

高
野
事
）

中
比
・
人
物

近
く
・
人
物

（
尾
張
国
中

嶋
郡
に
）

普
く
念
仏
を
勧
め
、
往
生

不
惜
身
命
・
大
仏
の
聖

不
惜
身
命
・
大
仏
の
上
人

（
今
の
世
の
事
）

Ⅴ
隠
徳
の
勧
め
と
堕
天
狗
道

八
・
１ 

時
料
上
人
隠
徳
事

（
八
・
２ �
有
上
人
為
名
聞
建
堂

作
天
狗
事
）

八
・
３ �

仁
和
寺
西
尾
上
人
依
我

執
焼
身
事

中
来
筑
前
国
に

（
或
山
寺
に
）

近
世
の
こ
と
に

や
、
仁
和
寺
に

隠
徳
を
貫
き
往
生

無
き
徳
を
称
し
、
天
狗
と

な
る
（
今
の
事
な
れ
ば
）

名
聞
の
た
め
に
焼
身
し
、

天
狗
と
な
る



四
一

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

Ⅵ
善
悪
に
つ
き
て
発
る
心

八
・
４ 

橘
逸
勢
女
子
至
配
所
事

（
八
・５ 
盲
者
関
東
下
向
事
）

八
・
６ 
長
楽
寺
尼
顕
不
動
験
事

八
・７ �
或
武
士
母
怨
子
頓
死
事　

八
・
８ 

老
尼
死
後
為
橘
虫

昔
・
人
物

（
状
況
・
場
所
）

近
来
南
都
に

近
比
・
人
物

近
比
・
人
物

深
き
志

深
き
志
・
懇
ろ
な
る
悲
願

信
ず
る
者
に
起
こ
る
不
思
議

心
は
善
悪
に
つ
き
て
お
こ
る

悪
心
の
強
さ

Ⅶ
神
明
の
思
召

八
・
９ �

四
条
宮
半
者
呪
詛
人
為

乞
食
事

（
八
・
10 �

於
金
峯
山
犯
妻
者
経

年
為
盲
事
）

八
・
11 �

聖
梵
・
永
朝
離
山
住
南

都
事

八
・
12 �

前
兵
衛
尉
、
遁
世
往
生

事

（
八
・
13 �

或
上
人
於
放
生
神
供

鯉
夢
中
被
恨
事
）

八
・
14 �

下
山
僧
於
川
合
社
前
絶
入

事

中
比
・
人
物
・

状
況

（
状
況
・
人
物
）

中
比
奈
良
に

近
く
・
人
物

（
人
物
・
状
況
）

中
比
の
事
に
や
・

状
況
・
人
物

悪
心
を
発
し
乞
食
の
報
を

得
る

神
を
軽
ん
じ
罰
を
蒙
る
（
近

き
世
の
こ
と
）

春
日
社
に
現
世
を
祈
り
、後

世
を
祈
れ
と
の
夢
告
を
得
る

賀
茂
社
に
現
世
を
祈
り
、夢
に

阿
弥
陀
仏
を
見
て
出
家
往
生

賀
茂
社
の
神
供
の
鯉
を
放

ち
恨
ま
れ
る

神
は
論
義
を
悦
ぶ

　

巻
七
以
降
も
時
代
提
示
語
・
場
所
・
人
物
紹
介
・
状
況
説
明
に
よ
る

説
話
構
成
が
見
ら
れ
る
が
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
の
各
巻
冒
頭
が
時
代
提
示
語
で
始
ま
っ
て
い

る
（
前
掲
表
参
照
）
の
に
対
し
、
巻
七
冒
頭
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
現
存
『
発
心
集
』
の
各
巻
の
分
冊
が
当
初
か
ら
の
も
の

か
、
後
人
の
手
に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
存
流

布
本
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
時
点
で
、
各
巻
冒
頭
に
時
代
提
示
語
が
置

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
る
と
、
巻
七
冒
頭
の
二
話
は

例
外
と
な
る
。
七
・
3
に
「
中
比
」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
巻

七
は
第
3
話
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
巻
七
冒
頭
の
二

話
の
内
容
は
、
空
也
が
源
信
に
「
厭
離
穢
土
、
欣
求
浄
土
」
を
教
え
、

源
信
は
そ
の
こ
と
を
重
ん
じ
て
『
往
生
要
集
』
に
書
い
た
こ
と
、
空
也

は
「
我
が
国
の
念
仏
の
祖
師
」
で
あ
り
、
法
華
経
と
念
仏
を
極
楽
の
業

と
し
て
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
厭
離
穢
土
、
欣
求

浄
土
」
に
つ
い
て
は
、
巻
六
末
の
六
・
13
話
に
「
厭
穢
土
、
欣
浄
土
事
」

の
副
題
が
付
さ
れ
た
跋
文
風
評
論
が
あ
り
、
巻
七
冒
頭
の
二
話
は
、
巻

六
と
巻
七
以
降
の
橋
渡
し
の
目
的
で
こ
こ
に
置
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
巻
一
冒
頭
で
玄
敏
を
始
め
と
し
た

遁
世
の
偉
大
な
先
達
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
よ
う
に
、
巻
七
か
ら
始

ま
る
部
分
の
冒
頭
に
極
楽
往
生
の
偉
大
な
先
達
の
二
人
を
お
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

　

二
つ
め
の
相
違
点
は
、「
一
年
、
東
大
寺
の
大
仏
供
養
の
時
」（
七
・

10
）
と
い
う
年
代
表
記
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
語
は
七
・
13
斉
所

権
介
成
清
子
、
住
高
野
事
の
文
中
に
も
う
一
例
あ
り
（
た
だ
し
「
大
仏

供
養
の
年・

」）、時
代
認
識
と
し
て
は「
近
比
」に
入
る
話
と
思
わ
れ
る
が
、



四
二

出
来
事
（
東
大
寺
大
仏
供
養
）
で
時
代
を
表
示
す
る
こ
の
よ
う
な
例
は
、

巻
六
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
説
話
の
主
題
的
に
は
、「
東
大
寺

の
大
仏
供
養
」
に
参
っ
た
時
、「
つ
ね
よ
り
も
信
を
こ
り
て
」
理
趣
分

を
一
遍
よ
ん
だ
こ
と
が
滅
罪
に
繋
が
っ
た
と
あ
る
の
で
、
Ⅲ
の
「
様
々

な
機
縁
」
話
群
に
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
時
代
表
記
で
は
な

い
が
、
冒
頭
語
に
「
東
の
方
修
行
し
侍
り
し・

時
」（
八
・５
盲
者
関
東
下

向
事
）
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
相
違
点
の
一
つ
で
あ
る
。

巻
六
以
前
の
同
じ
よ
う
な
形
と
し
て
は
「
西
行
法
師
、
東
の
方
修
行
し

け
る
時
」（
六
・
12
）
が
あ
る
が
、
八
・５
の
場
合
は
編
者
の
直
接
的
な

体
験
談
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
中
に

書
か
れ
る
時
代
提
示
語
に
「
今
の
世
の
事
な
れ
ば
、
彼
別
所
に
知
ら
ぬ

人
な
し
」（
七
・
13
）、「
今
の
事
な
れ
ば
、名
は
た
し
か
な
れ
ど
…
」（
八
・

２
）
の
よ
う
に
、
巻
七
以
降
に
は
「
今
の
話
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
文

言
が
見
ら
れ
る
。
巻
六
以
前
で
は
、「
む
げ
に
近
き
世
の
事
」（
三
・
９
）、

「
近
き
世
の
こ
と
に
こ
そ
」（
五
・
３
）
と
あ
っ
て
、
出
来
事
を
「
今
の

世
の
事
」と
語
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
巻
七
以
降
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

自
己
の
体
験
譚
も
含
め
、「
今
の
世
」「
今
の
事
」
を
入
れ
る
と
い
う
方

針
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
巻
六
以
前
の
文
中
に
あ
る
時
代
提

示
語
は
、
年
代
順
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
八
・
１
「
中
来
」

と
八
・
３
「
近
世
」
の
間
に
、
文
中
に
「
今
の
こ
と
な
れ
ば
」
の
語
を

持
つ
八
・
2
が
あ
っ
て
、
年
代
順
を
乱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
説
話
の
年

代
よ
り
も
「
無
き
徳
を
称
す
る
」
と
い
う
主
題
を
優
先
し
た
結
果
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
相
違
点
に
対
し
、
説
話
の
内
容
的
に
は
、
巻
六
以
前
と

同
様
の
話
が
多
く
、説
話
構
成
も
巻
六
以
前
に
収
録
し
た
話
の
拾
遺
的
、

補
遺
的
な
話
が
多
い
。
既
述
の
よ
う
に
、
七
・
１
、七
・
２
に
、
偉
大
な

先
達
で
あ
り
、
日
本
浄
土
教
史
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
源
信
と
空
也

を
入
れ
た
の
は
、
巻
一
第
一
話
の
玄
敏
以
下
の
説
話
群
と
対
応
し
て
い

る
と
言
え
る
し
、
Ⅱ
話
群
の
七
・
３
雅
通
の
話
は
、
巻
三
の
悪
人
往
生

譚
に
類
似
し
て
い
る
。七
・５
覚
能
の
場
合
も
管
弦
の
話
と
し
て
六
・７
、

六
・
８
の
数
寄
説
話
に
通
ず
る
。
Ⅲ
話
群
の
「
様
々
な
機
縁
」
に
つ
い

て
も
、
巻
四
・
五
と
は
異
な
る
機
縁
（
夢
に
白
髪
丸
・
貧
報
の
冠
者
を

見
る
、
母
の
教
え
な
ど
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
一
方
で
七
・
８
道

寂
の
話
は
、
道
心
を
祈
っ
た
一
・５
の
僧
賀
の
話
に
類
似
し
、
七
・
９
恵

心
僧
都
の
話
は
、
僧
と
母
の
恩
愛
話
と
し
て
、
こ
れ
も
五
・
14
栄
好
、

五
・
15
正
算
、
六
・
１
証
空
の
話
に
似
通
う
。
巻
六
以
前
と
以
後
と
に

こ
の
よ
う
な
類
似
点
が
見
ら
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
の
は
、
巻
七
・
八
以
降
が
巻
六
以
前
の
拾
遺
的
、

続
編
的
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
時
間
的
隔
た
り
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
巻
六
以
前
の
完
結
し
た
内
容
と
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三

『
発
心
集
』
の
冒
頭
語
に
つ
い
て

巻
七
以
降
の
拾
遺
的
な
内
容
の
相
違
か
ら
は
、
当
初
か
ら
の
構
想
の
も

と
に
続
け
て
編
纂
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　

最
後
に
Ⅷ
話
群
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
仮
に
「
神
明
の
思

召
」
と
い
う
題
で
括
っ
て
お
い
た
が
、
必
ず
し
も
こ
の
題
に
当
て
は
ま

ら
な
い
話
も
あ
る
。
Ⅷ
話
群
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ

い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
以
前
と
の
内
容
的
関
連
も
、
こ
こ
に

置
か
れ
た
理
由
も
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
Ⅷ
話
群
の
話
は
、『
発
心

集
』
以
前
に
同
類
話
が
見
ら
れ
ず
、
関
係
の
深
い
往
生
伝
類
や
『
古
事

談
』な
ど
の
同
時
代
資
料
に
も
見
え
な
い
の
で
あ
る

（
（1
（

。
概
述
の
よ
う
に
、

そ
れ
以
前
の
話
が
、
巻
六
ま
で
の
内
容
構
成
と
多
少
と
も
関
連
す
る
の

に
対
し
、こ
の
話
群
に
は
そ
の
よ
う
な
要
素
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

八
・
8
、
八
・
9
に
「
憤
り
を
遂
げ
る
」、
八
・
10
、
八
・
11
に
「
失
明
」、

八
・
11
、
八
・
12
に
「
神
明
に
は
後
世
を
祈
る
こ
と
が
本
旨
」
と
い
う

繋
り
が
あ
り
、
時
代
提
示
語
に
よ
る
構
成
も
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
内
容
的
な
一
貫
性
・
ま
と
ま
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
八
・

11
、
八
・
12
は
異
本
独
自
説
話
の
一
つ
で
あ
る
恒
舜
説
話
の
類
話
で
あ

り
、
こ
れ
を
含
む
四
話
の
異
本
独
自
説
話
は
す
べ
て
神
祇
説
話
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
と
も
『
発
心
集
』
流
伝
の
あ
る
段
階
で
取
り
入
れ
ら

れ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
る（

（2
（

。
巻
八
末
の
神
祇
説
話
は
、
末
尾
の
跋
文

風
評
論
と
の
関
係
も
含
め
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

                                                                          

了

注（
１
）�

森
下
要
治
氏
「
流
布
本
『
発
心
集
』
の
内
的
構
造
―
時
代
提
示
語
を

て
が
か
り
に
―
」（
国
文
学
攷　

一
三
六
号　

一
九
九
二
年
）

（
２
）�

志
村
有
弘
氏
「「
発
心
集
」
研
究
序
説
」（『
中
世
説
話
文
学
研
究
序
説
』

所
収　

昭
和
四
九
年　

桜
風
社
刊
）、
野
村
卓
美
氏
「『
発
心
集
』
の

時
代
意
識
」（「
国
語
と
国
文
学
」
六
一
巻
十
二
号　

昭
和
五
九
年
）、

森
下
氏
前
掲
論
文
。

（
３
）
野
村
氏
前
掲
論
文

（
４
）�

神
宮
文
庫
本
は
『
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
『
西
公
談
抄　

発
心
集　

和
歌
色
葉
集
抄
書
』、
素
行
文
庫
本
は
『
山
鹿
文
庫
本
発
心
集
─
影
印

と
翻
刻

付
解
説
─
』（
新
典
社
研
究
叢
書
）
の
影
印
を
用
い
た
。

（
５
）�

巻
一
・
二
に
つ
い
て
み
る
と
、一
・
1
話
中
の
三
井
寺
道
顕
の
話
と
一
・

7
話
中
の
陽
範
阿
闍
梨
の
話
は
、
流
布
本
が
無
改
行
な
の
に
対
し
、
異

本
は
二
本
と
も
改
行
し
て
い
る
。
一
・
10
天
王
寺
瑠
璃
上
人
の
話
に
付

随
す
る
「
仏
み
や
う
と
い
ふ
乞
食
」
の
話
、
二
・
10
橘
大
夫
説
話
に
付

随
す
る
あ
る
聖
人
の
話
は
、
流
布
本
・
異
本
と
も
に
改
行
し
て
い
る
。

（
６
）�

志
村
氏
前
掲
論
文
。「
一
一
○
○
年
中
葉
以
降
」
と
あ
る
が
、「
一
一

○
○
年
代・

中
葉
以
降
」
か
。

（
７
）�

野
村
氏
前
掲
論
文

（
８
）�
新
潮
古
典
集
成
『
方
丈
記　

発
心
集
』
頭
注
。
同
話
の
『
古
事
談
』

三
36
傍
注
は
、
当
時
の
伊
予
国
守
と
し
て
藤
原
知
章
の
名
を
上
げ
る
。

知
章
が
伊
予
在
任
中
の
長
徳
年
中
（
九
九
五
～
九
九
九
）
に
、
伊
予



四
四

国
の
疫
癘
消
除
の
た
め
、
阿
弥
陀
房
浄
真
に
普
賢
延
命
法
・
六
字
河

臨
法
を
修
せ
し
め
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
（
阿
娑
縛
抄
・
権
記
等
）。　

（
９
）�
野
村
氏
前
掲
論
文
。
白
河
院
政
が
、
堀
河
（
中
比
）・
鳥
羽
（
近
比
）

両
天
皇
の
時
代
に
亘
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。

（
10
）「
近
き
世
」
の
時
代
提
示
語
は
も
う
一
例
五
・
13
貧
男
好
差
図
事
に
あ

る
が
、
説
話
内
容
か
ら
時
代
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
11
）
益
田
勝
実
氏
『
火
山
列
島
の
思
想
』（
筑
摩
書
房　

一
九
八
三
年
）

（
12
）�『
百
錬
抄
』
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
八
月
十
五
日
条
「
上
人
十
一
人

入
水
す
。
其
の
中
に
蓮
華
城
上
人
と
称
す
る
者
、
発
起
を
為
す
」。

（
13
）�

藤
島
秀
隆
氏
「『
発
心
集
』
に
お
け
る
伝
承
―
『
今
鏡
』
と
の
関
連
を

め
ぐ
っ
て
―
」（「
説
話
物
語
論
集
」
第
三
号　

昭
和
五
○
年
）、
山
口

真
琴
氏
「『
今
鏡
』
か
ら
『
発
心
集
』
へ
―
そ
の
受
容
の
実
態
と
方
法

―
」（「
国
語
教
育
」
26
上　

一
九
八
○
年
）

（
14
）�

巻
一
第
12
話
は
、
本
文
中
に
「
美
作
守
顕
能
の
も
と
に
」
と
あ
る
が
、

表
題
が
「
美
作
守
顕
能
家・

入
来
僧
事
」
と
あ
り
、
内
容
的
に
も
顕
能

邸
と
い
う
場
所
と
解
し
た
。

（
15
）�

本
文
引
用
は
、『
続
本
朝
往
生
伝
・
拾
遺
往
生
伝
』（
日
本
思
想
大
系『
往

生
伝　

法
華
験
記
』　

岩
波
書
店
）、『
今
鏡
』（
河
北
騰
氏
校
註
『
今

鏡
全
註
釈
』　

笠
間
書
院　

二
〇
一
三
年
）、『
古
事
談
』（
新
日
本
古

典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
16
）�

特
に
二
・
４
寂
照
は
、『
今
鏡
』
に
お
い
て
も
二
・
３
保
胤
の
後
に
あ

り
、
配
列
に
お
い
て
も
『
今
鏡
』
を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
（
山
口

真
琴
氏
前
掲
論
文
）。

（
17
）�『
発
心
集
』
と
関
係
す
る
往
生
伝
類
と
し
て
は
、『
拾
遺
往
生
伝
』（
一
・

８
六
波
羅
幸
仙
、
二
・
10
橘
大
夫
、
三
・
11
親
輔
養
児
、
四
・
５
肥

州
僧
）、『
後
拾
遺
往
生
伝
』（
二
・
９
助
重
）、『
続
本
朝
往
生
伝
』（
三
・

３
頼
義
、
四
・
４
叡
実
）
な
ど
が
あ
る
。

（
18
）�

二
・
１
安
居
院
聖
の
話
と
二
・
２
永
観
の
話
は
、流
布
本
で
は「
隠
徳
・

隠
居
」
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
・
1
に
は
「
臨
終
善
知
識
」

の
主
題
も
あ
り
、
異
本
で
は
二
・
２
話
末
に
臨
終
善
知
識
の
重
要
性

を
説
く
話
が
あ
っ
て
、
こ
の
二
話
に
は
「
臨
終
善
知
識
」
と
い
う
共

通
主
題
が
存
在
す
る
。
李
曼
寧
「『
発
心
集
』
構
成
新
考
〈
巻
一
―
巻

三
〉
―
永
観
話
の
神
宮
文
庫
本
本
文
を
手
掛
か
り
に
―
（「
文
芸
論
叢
」

第
七
九
号　

二
○
一
二
年
）
参
照
。

（
19
）�

巻
六
以
前
同
様
、
巻
七
以
降
に
も
「
伝
に
見
え
た
り
」・「
伝
に
あ
り
」

な
ど
と
し
て
出
典
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
七
・
２
（
空
也
・

日
本
往
生
極
楽
記
）、
七
・
３
（
僧
延
・
法
華
伝
記
・
百
座
法
談
聞
書

抄
三
月
三
日
）、
七
・
４
（
賀
茂
女
・
続
本
朝
往
生
伝
）、
七
・
11
（
源

親
元
・
後
拾
遺
往
生
伝
）。
ま
た
類
話
も
あ
る
（
巻
七
・
４
揚
州
人
・

三
宝
感
応
要
略
録
中
70
・
言
泉
集
）。
し
か
し
巻
末
の
神
祇
説
話
に
つ

い
て
は
、『
発
心
集
』
以
前
に
同
類
話
が
見
出
せ
な
い
。
八
・
12
に
言

及
の
あ
る
桓
舜
は
『
続
本
朝
往
生
伝
』
11
に
見
え
る
が
、
内
容
が
異

な
る
。

（
20
）� 
拙
稿
「
流
布
本
発
心
集
成
立
試
論
―
神
祇
説
話
を
手
が
か
り
と
し
て

―
」（『
説
話
論
集　

第
七
集
』
平
成
九
年　

清
文
堂
出
版
、『
神
仏
説

話
と
説
話
集
の
研
究
』
平
成
二
十
年　

清
文
堂
出
版
）。


